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インターネット接続環境見直しのご提案
VPN経由のインターネットアクセスが遅くなったと感じていませんか？

上記のような症状の原因は多くの場合

VPN経由のインターネットアクセスに課題があります。

その課題、富士フイルムビジネスイノベーションにおまかせください。

⚫ こんなお困りごとはありませんか？

⚫ Windowsのアップデートのたびに業務に支障がでる。

⚫ クラウド化を進めたが、利用者から遅くなったとクレームが来る。

⚫ 始業開始の時間帯にネットワークにつながらない。

一般的なVPN（スター型）の構成と課題
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※ 参考の数値で必ずしもこの数値になるとは限りません。

社内サーバー向け通信

インターネット/
クラウド向け通信

全社の通信が一つの
回線に集中するため
通信速度が低下

回線速度の高速化
には限界がある

インターネットやクラウドのhttps化でVPN内
の通信量が増加（httpsはhttpの約1.5倍※）

支社に担当者を常駐させら
れないため、セキュリティー
対策の機能は本社に集約

本社が不通になると
全ての拠点が不通に

他拠点からの影響で本社の
通信速度が低下することも
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分散型

⚫ beat/activeで状況に合わせた最適な構成 ※ 詳細は担当営業にお問い合わせください

⚫各拠点にセキュリティー対策用
機器の導入が必要になるので
構築にはコストがかかる

⚫全ての拠点の管理が必要になる

⚫拠点の機器の故障や回線の不通
による影響が低い
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ハイブリッド型（いいとこどり）

⚫クライアント台数の少ない拠点は集約型、クライアント数が
多い拠点を分散型にすることで、コストの最適化がはかれる

⚫運用時の管理を本社にすることで管理コストを抑えられる

⚫集約型の構成でも副接続（点線の接続）の設定を行うことで、
ハブ拠点の機器の故障や回線不通によるトラブルの波及を
抑えることができる

⚫主要拠点のboxを多重化することでBCP対策にも対応できる

集約型

⚫本社にのみセキュリティー対策
用機器の導入をすればよいので、
コストが抑えられる

⚫基本的に本社の機器や回線を
管理していればよい

⚫ハブ拠点の機器の故障や回線の
不通が全ての拠点に波及する
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beat/activeサービスでローカルブレイクアウトも安全
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インターネットやクラウドへは
拠点から直接アクセス

社内サーバー向け通信

インターネット/
クラウド向け通信

IPoE活用で
さらに通信速度
も改善

機器の多重化で
VPNとクラウド
通信を分離

他拠点の影響を受けずに
安定した通信が可能に

社内サーバーへはVPN
経由でアクセス

セキュリティー対策の
機能は拠点で分散
設定は本社で集中管理

本社が不通になって
もインターネットや
クラウドのアクセス
には影響が出ない
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